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産
業
構
造
の
転
換
や
人
口
減
少
社
会
の
到

来
と
い
っ
た
日
本
の
課
題
に
対
応
し
た
今
後

の
雇
用
政
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
厚
生

労
働
省
の
雇
用
政
策
研
究
会
（
座
長
＝
樋
口

美
雄
・
慶
応
義
塾
大
学
商
学
部
教
授
）
は
八

月
一
日
、
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
報
告
は
、

女
性
や
若
者
な
ど
の
労
働
市
場
へ
の
参
加
が

進
み
、
適
切
な
経
済
成
長
が
実
現
す
れ
ば
、

二
〇
三
〇
年
に
お
い
て
、
経
済
が
ゼ
ロ
成
長

で
労
働
参
加
が
進
ま
な
い
場
合
に
比
べ
て
約

六
三
〇
万
人
の
就
業
者
増
が
見
込
ま
れ
る
と

指
摘
。
成
長
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
具
体
的

な
雇
用
政
策
の
方
向
性
と
し
て
、
成
長
産
業

の
事
業
展
開
を
支
え
る
「
雇
用
を
つ
く
る
」

人
材
の
育
成
や
、
い
か
な
る
場
面
で
も
必
要

と
さ
れ
る
中
核
的
人
材
を
意
味
す
る
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成
な
ど
を
提
言
し
た
。

□　
　
　

□　
　
　

□

　

報
告
は
、
現
在
の
日
本
は
、
産
業
構
造
の

大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て
い
る
と
し
た
。
わ

が
国
の
産
業
構
造
の
現
状
を
み
る
と
、「
製
造

業
」
や
「
建
設
業
」
の
雇
用
者
は
減
少
傾
向

に
あ
る
一
方
、「
医
療
・
福
祉
」、「
情
報
通
信

業
」
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
か

ら
二
〇
一
一
年
ま
で
の
雇
用
者
数
の
変
化
を

み
る
と
、「
製
造
業
」
は
八
七
万
人
の
減
、「
建

設
業
」
は
三
一
万
人
減
で
、「
医
療
・
福
祉
」

は
七
九
万
人
の
増
。「
情
報
通
信
業
」
は
二

〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
一
一
年
ま
で
の
間
で
は

一
万
人
の
減
と
な
っ
た
が
、
二
〇
〇
二
年
か

ら
二
〇
〇
八
年
ま
で
の
六
年
間
で
は
ト
ー
タ

ル
で
二
八
万
人
雇
用
を
増
や
し
て
い
る
。

　

だ
が
、
伸
び
て
い
る
「
医
療
・
福
祉
」
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
が
賃
金
水
準
に
つ
な
が
ら
ず
、
他
産
業

に
比
べ
て
相
対
的
に
賃
金
が
低
い
と
い
う
課

題
が
あ
る
。

　

一
方
、
海
外
で
は
、
ア
ジ
ア
新
興
国
の
成

長
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
圏
で
中
間
層
・
富
裕
層

が
急
激
に
拡
大
し
て
い
る
。
現
地
の
市
場
を

獲
得
す
る
た
め
、
日
本
企
業
の
海
外
進
出
も

進
ん
で
お
り
、
日
本
の
対
外
直
接
投
資
の
ス

ト
ッ
ク
は
二
〇
〇
〇
年
実
績
値
の
倍
以
上
と

な
る
七
四
・
八
兆
円
（
二
〇
一
一
年
数
値
）

と
な
っ
て
お
り
、
現
地
従
業
員
数
・
法
人
数

も
拡
大
し
て
い
る
。

二
〇
六
〇
年
に
は
九
〇
〇
〇
万
人
以
下

　

社
会
構
造
の
現
状
分
析
と
し
て
は
、
人
口

減
少
社
会
の
到
来
を
指
摘
し
た
。
日
本
の
合

計
特
殊
出
生
率
は
、
二
〇
一
一
年
時
点
で
も

一
・
三
九
と
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
人
口
は
二
〇
六
〇
年
に
は
九
〇
〇
〇

万
人
を
下
回
り
、
高
齢
化
率
は
四
〇
％
近
い

水
準
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

　

人
口
が
減
少
す
れ
ば
、
消
費
者
層
の
減
少

に
よ
り
国
内
市
場
が
低
下
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
。
ま
た
、
労
働
投
入
量
が
減
少
す
る
こ
と

は
、
経
済
成
長
の
阻
害
要
因
に
も
な
り
得
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
へ
の
対
応
策
の
方
向
と
し
て
、

報
告
は
、
経
済
・
雇
用
政
策
で
は
、
日
本
の

産
業
の
強
み
を
活
か
す
た
め
、
①
日
本
の
も

と
も
と
の
強
み
を
活
か
し
た
産
業
の
活
性
化

を
図
る
こ
と
、
②
増
大
す
る
ア
ジ
ア
市
場
の

需
要
を
取
り
込
む
と
と
も
に
、
海
外
需
要
を

積
極
的
に
取
り
込
む
た
め
に
、
国
内
雇
用
を

維
持
し
つ
つ
海
外
事
業
展
開
す
る
企
業
へ
の

支
援
も
推
進
す
る
こ
と
―
―
の
二
点
を
柱
と

す
る
こ
と
を
提
起
し
た
。

　

一
方
、
少
子
高
齢
化
を
逆
に
メ
リ
ッ
ト
と

す
る
対
応
策
と
し
て
、
①
増
大
す
る
高
齢
者

に
対
応
す
る
た
め
、
高
齢
者
の
潜
在
的
な
需

要
を
掘
り
起
こ
し
、
そ
の
需
要
を
取
り
込
む

こ
と
、
②
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
下
で
、
国

力
を
維
持
・
成
長
さ
せ
る
た
め
、
全
員
参
加

型
社
会
の
実
現
を
図
る
と
と
も
に
、
労
働
力

の
質
の
向
上
を
進
め
る
こ
と
―
―
の
二
点
を

あ
げ
た
。

　

報
告
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
柱
を
軸
に
進
め

て
い
く
こ
と
で
、
内
需
の
落
ち
込
み
と
デ
フ

レ
進
行
と
い
う
低
迷
の
ス
パ
イ
ラ
ル
か
ら
日

本
経
済
が
脱
し
、
良
質
な
安
定
雇
用
を
創
出

す
る
よ
う
注
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
強

調
し
た
。

製
造
業
一
〇
〇
〇
万
人
維
持
を

　

四
つ
の
対
応
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
内
容

を
み
て
い
く
と
、
日
本
の
強
み
を
活
か
し
た

産
業
の
活
性
化
で
は
、
成
長
の
軸
は
製
造
業

だ
と
し
て
、「
製
造
業
一
〇
〇
〇
万
人
の
日
本

の
維
持
」
を
提
起
し
て
い
る
。
日
本
国
内
で

長
年
に
わ
た
っ
て
築
き
上
げ
た
「
技
術
力
」

「
人
材
の
厚
み
」
は
他
国
が
容
易
に
同
じ
水

準
に
到
達
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、

ま
た
、
マ
ザ
ー
工
場
的
な
機
能
は
国
内
に
残

さ
れ
る
な
ど
と
し
て
、
政
府
は
製
造
業
企
業

の
国
内
生
産
・
国
内
雇
用
維
持
へ
の
こ
だ
わ

り
や
、
そ
の
た
め
の
努
力
を
積
極
的
に
評
価

し
、
労
使
の
取
り
組
み
な
ど
を
積
極
的
に
支

援
す
べ
き
だ
と
提
言
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
環
境
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

は
「
も
の
づ
く
り
」
を
活
か
す
こ
と
が
で
き

る
分
野
だ
と
指
摘
し
た
。

　

ア
ジ
ア
市
場
の
需
要
を
取
り
込
む
た
め
、

企
業
の
海
外
事
業
展
開
を
支
援
す
る
こ
と
も

掲
げ
た
。

　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
産
業
も
成
長
の
潜
在
力

の
あ
る
分
野
だ
と
し
て
、
農
林
水
産
業
な
ど

古
く
か
ら
の
文
化
と
ア
ニ
メ
・
ゲ
ー
ム
な
ど

新
し
い
文
化
の
双
方
を
、
日
本
の
感
性
を
活

か
し
つ
つ
発
展
さ
せ
れ
ば
高
付
加
価
値
を
生

み
出
す
産
業
に
な
る
と
強
調
し
た
。

ニ
ー
ト
に
は
手
間
ひ
ま
か
け
た
支
援
を

　

増
大
す
る
高
齢
者
の
需
要
を
取
り
込
む
た

め
に
は
、
ラ
イ
フ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
医

療
・
介
護
分
野
革
新
）
を
力
強
く
推
進
す
る

こ
と
で
、
医
療
機
器
製
造
な
ど
の
分
野
で
市

場
拡
大
を
図
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
し
た
。

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
適
応
し
た
消
費
機
会
を

生
み
出
す
こ
と
も
重
要
だ
と
し
て
、「
健
康
」

等
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
合
致
す
る
サ
ー
ビ
ス
や

消
費
財
を
積
極
的
に
提
供
す
る
こ
と
が
今
後

の
経
営
戦
略
と
し
て
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

指
摘
し
た
。

　

全
員
参
加
型
社
会
を
実
現
さ
せ
る
具
体
策

と
し
て
は
、
若
者
に
対
す
る
学
校
卒
業
前
で

ト
ピ
ッ
ク
ス

雇
用
政
策

3

厚
労
省
研
究
会
が
今
後
の
方
向
性
を
提
言
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の
就
職
支
援
が
、
若
年
者
層
全
体
が
将
来
的

な
雇
用
の
安
定
と
教
育
訓
練
を
得
る
た
め
の

重
要
な
布
石
と
な
る
と
主
張
。ま
た
、フ
リ
ー

タ
ー
・
ニ
ー
ト
層
に
対
す
る
「
手
間
ひ
ま
を

か
け
る
支
援
」
の
充
実
は
、
分
厚
い
中
間
層

を
作
り
出
す
こ
と
で
あ
り
、
日
本
の
成
長
に

と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
支
援
だ
と
強
調
し
た
。

参
加
が
進
め
ば
六
〇
〇
〇
万
雇
用
を

維
持

　

報
告
は
、
労
働
力
需
給
推
計
を
活
用
し
た

経
済
・
雇
用
政
策
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
か

ら
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
の
就
業
者
数
の
見
通

し
を
示
し
た
。
経
済
成
長
と
労
働
参
加
が
適

切
に
進
ま
な
い
場
合
、
二
〇
三
〇
年
の
就
業

者
数
は
二
〇
一
〇
年
に
比
べ
て
八
四
五
万
人

減
（
五
四
五
三
万
人
）
と
な
る
。
し
か
し
、

経
済
成
長
と
労
働
参
加
が
適
切
に
進
め
ば
、

進
ま
な
い
ケ
ー
ス
よ
り
も
約
六
三
〇
万
人
増

（
六
〇
八
五
万
人
）
と
な
り
、
二
〇
一
〇
年

比
で
の
減
少
幅
は
二
一
三
万
人
で
済
む
。

　

ま
た
、
適
切
に
進
む
ケ
ー
ス
で
男
女
の
就

業
者
数
を
み
る
と
、
男
性
で
は
高
齢
者
層
の

労
働
力
率
が
上
昇
し
、
二
〇
三
〇
年
時
点
の

就
業
者
数
が
進
ま
な
い
ケ
ー
ス
に
比
べ
て
約

二
八
〇
万
人
増
と
な
る
。
一
方
、
女
性
で
は
、

い
わ
ゆ
る
Ｍ
字
型
カ
ー
ブ
が
解
消
す
る
た
め
、

二
〇
三
〇
年
時
点
の
就
業
者
数
が
進
ま
な
い

ケ
ー
ス
に
比
べ
て
約
三
六
〇
万
人
増
加
す
る

見
込
み
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

『
つ
く
る
』『
そ
だ
て
る
』『
つ
な
ぐ
』

　

以
上
を
ふ
ま
え
、
報
告
は
、
二
〇
三
〇
年

を
見
据
え
た
場
合
の
「
雇
用
政
策
の
重
要
な

鍵
」
と
な
る
施
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
①

日
本
の
成
長
を
担
う
産
業
の
育
成
と
一
体
と

な
っ
た
雇
用
政
策
、
②
新
た
な
地
域
雇
用
創

出
の
推
進
、
③
日
本
の
将
来
を
担
う
若
年
者

等
の
就
労
支
援
―
―
の
三
分
野
に
分
け
て
、

具
体
的
な
提
言
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
、「
日
本
の
成
長
を
担
う
産
業
の
育
成

と
一
体
と
な
っ
た
雇
用
政
策
」
で
は
、「
緊
急

雇
用
対
策
と
し
て
効
果
を
発
揮
し
て
き
た

『
ま
も
る
』
雇
用
政
策
か
ら
、
今
後
は
、
雇

用
を
『
つ
く
る
』『
そ
だ
て
る
』『
つ
な
ぐ
』
政

策
に
移
行
す
る
」
と
明
言
。
①
雇
用
創
出
の

推
進
、
②
働
く
場
の
質
の
向
上
、
③
人
材
育

成
支
援
、
④
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
―
―

な
ど
を
柱
に
掲
げ
た
。

　

国
内
の
産
業
構
造
が
急
激
な
変
化
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
な
か
、
日
本
企
業
が
求
め

る
人
材
像
も
専
門
的
で
高
度
な
知
識
を
持
つ

人
材
に
大
き
く
シ
フ
ト
さ
れ
て
い
る
か
の
よ

う
に
見
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
日
本
企
業
か

ら
そ
の
成
長
の
た
め
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、〈
未
知
の
世
界
、
時
に
非
常
に
厳
し
い
環

境
に
、『
面
白
そ
う
だ
』『
や
っ
て
み
た
い
』
と

い
う
気
持
ち
で
、
積
極
的
に
飛
び
込
ん
で
い

く
前
向
き
な
気
持
ち
、姿
勢
・
行
動
力
を
持
っ

て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
入
社
後
に
一
皮
、

二
皮
剥
け
る
た
め
、『
最
後
ま
で
や
り
抜
く
』

『
タ
フ
ネ
ス
さ
』
が
あ
る
こ
と
。
し
っ
か
り

と
自
分
の
頭
で
考
え
、
課
題
を
解
決
し
よ
う

と
す
る
こ
と
〉
と
い
っ
た
素
養
、
基
礎
の
あ

る
人
材
だ
と
強
調
。

　

こ
う
し
た
人
材
（
＝
「
雇
用
を
つ
く
る
人

材
」）
は
、
企
業
の
潜
在
的
な
成
長
力
を
顕

在
化
さ
せ
る
こ
と
で
成
長
産
業
へ
の
事
業
展

開
を
支
え
た
り
、
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
よ

り
雇
用
の
質
を
高
め
企
業
の
魅
力
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
雇
用
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
雇
用
を
つ

く
る
人
材
」
を
育
成
し
、
活
躍
を
支
え
る
た

め
の
風
土
や
社
会
環
境
の
醸
成
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
強
調
し
た
。

人
材
「
育
成
」
か
ら
「
形
成
」
へ

　
「
働
く
場
の
質
の
向
上
」
で
は
、
サ
ー
ビ

ス
産
業
の
高
付
加
価
値
化
や
中
小
企
業
の
雇

用
管
理
改
善
、
女
性
や
高
齢
者
の
働
く
場
の

改
善
な
ど
を
あ
げ
た
。

　
「
人
材
育
成
」
で
は
、
成
長
を
担
う
産
業

分
野
の
中
核
人
材
の
早
急
な
確
保
・
育
成
が

重
要
な
課
題
だ
と
指
摘
。
成
長
分
野
に
人
材

が
移
転
す
る
際
の
支
援
や
企
業
の
大
型
の
事

業
転
換
時
の
失
業
な
き
労
働
移
動
の
支
援
、

企
業
の
留
学
制
度
の
導
入
な
ど
が
不
可
欠
だ

と
提
言
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
は
、
六
〇
歳
以
上
の
高
齢
者

も
基
幹
労
働
力
と
し
て
期
待
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
か
ら
、
企
業
も
労
働
者
に
対
し
て

年
齢
に
関
係
な
く
教
育
投
資
を
続
け
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
と
し
て
、
人
材
の
「
育
成
」

か
ら
「
形
成
」
へ
と
い
う
認
識
に
改
め
る
こ

と
が
重
要
だ
と
主
張
し
た
。

不
足
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
」
で
は
、
国

内
市
場
が
縮
小
す
る
な
か
、
新
た
な
市
場
獲

得
を
め
ざ
し
て
ア
ジ
ア
な
ど
に
海
外
事
業
展

開
し
て
い
く
こ
と
が
国
内
雇
用
を
維
持
す
る

た
め
に
も
必
要
不
可
欠
だ
と
強
調
。
海
外
展

開
に
よ
り
、
国
内
人
材
が
幅
広
い
仕
事
に
出

会
う
こ
と
で
人
材
育
成
が
図
ら
れ
た
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
活
躍
の
場
の
拡
大
に
よ
り
、
新

た
な
高
度
人
材
の
獲
得
に
も
つ
な
が
る
効
果

も
あ
る
と
し
た
。

　

報
告
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
意
味
に
つ
い

て
、
海
外
事
業
展
開
で
の
み
必
要
と
な
る
人

材
で
は
な
く
、い
か
な
る
場
所
・
場
面
で
あ
っ

て
も
企
業
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
中
核
的
な
人

材
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
た
と
言
及
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
人
材
は

不
足
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
と
し
、
急
拡
大

す
る
ア
ジ
ア
市
場
の
取
り
込
み
を
図
る
日
本

に
と
っ
て
早
急
に
解
決
す
べ
き
課
題
だ
と
し

た
。

地
域
の
特
徴
に
あ
っ
た
支
援
を

　

二
番
目
の
分
野
の
「
新
た
な
地
域
雇
用
創

出
の
推
進
」
で
は
、
地
域
の
産
業
・
労
働
力

の
特
徴
を
把
握
し
、
そ
の
特
徴
が
活
か
さ
れ

る
支
援
が
必
要
だ
と
提
言
。
地
域
の
こ
と
を

よ
く
理
解
す
る
、
地
域
に
雇
用
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
る
人
材
を
確
保
・
育
成
し
て
い
く

こ
と
の
重
要
性
に
も
触
れ
た
。

　

最
後
の
分
野
「
日
本
の
将
来
を
担
う
若
年

者
等
の
就
労
支
援
」
で
は
、
若
者
た
ち
が
自

身
の
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て
邁
進
し
、
充
実

し
た
人
生
の
キ
ャ
リ
ア
を
拓
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
社
会
を
つ
く
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
強
調
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
大
学
等

の
専
門
家
が
う
ま
く
連
携
し
、
労
力
を
か
け

た
「
手
間
ひ
ま
を
か
け
た
」
持
続
的
な
支
援

の
必
要
性
を
主
張
し
た
。

　

ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
全
校
担
当
制
や
、

大
学
等
の
要
請
に
応
じ
た
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー

タ
ー
の
常
駐
派
遣
等
が
有
効
で
は
な
い
か
と

提
起
す
る
と
と
も
に
、
職
業
意
識
の
醸
成
や

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
な
ど
に
よ
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
な
ど
を
提
言
し
た
。

※�

本
報
告
書
に
お
け
る
企
業
の
海
外
事
業
展
開
な
ど
に
関

す
る
記
述
で
は
、当
機
構
が
実
施
し
た「
企
業
の
海
外
事

業
展
開
の
雇
用
・
人
材
面
へ
の
影
響
～
海
外
展
開
企
業

に
つ
い
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
結
果（
中
間
取
り
ま
と

め
）か
ら
」な
ど
も
参
考
に
さ
れ
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）




